
Q１帯広市の暮らしやすさ・魅力

Q２おすすめエリア・お店

Q３休日の過ごし方・趣味

私はずっと身長を超える雪が積もる地域に住んでいたことも
あり、帯広の雪の少なさが一番好きです。また飲むのが好き
なので食べ物がおいしい帯広市はとても魅力的です。自分と
しては縁もあまりない土地ですが、永住するつもりです。

前述しましたがお酒が好きなので街中エリアがおすすめです
ね。北の屋台や長屋など、魅力的なお店がたくさんあります。
チェーンの居酒屋で一人で飲むのが昔からの趣味なのでお手
頃なチェーン店が多いのも助かります。

休日は子どもたちと一緒にお出かけすることが多いです。
色々なところに連れまわしています。趣味は数多ありますが
一番時間を割いているのはブレイクダンスとお酒、DIYで
しょうか。
ダンスは高校時代からやっており、子どもが寝た後に自宅車
庫で細々やっています。加齢と共に体重の増加が止められな
くなり（酒が原因）、全然動けなくはなってきていますが楽
しく踊っています。趣味に時間を割くことができるのも今の
仕事の強みだと思います。

建築職

Q１所属部署の主な業務内容

Q２一番印象に残っている出来事

Q３帯広市で働くことの魅力

建築物を建てる前には確認申請という手続きで建築基準法に
適合しているのかを確認しますが、その審査と完成した後の
検査の業務が主です。そのほかにも既存の建築物が建築基準
法に違反している場合、ちゃんとしてね、と言いに行く違反
指導の業務も行っています。責任の重い仕事ですが、新しい
建物の図面や実物を見たりするのは楽しさもあります。

大きい物件の審査や検査を行う時は印象に残りますね。大き
いホテルや学校、保育園などの審査を担当しましたが、どれ
も審査の難易度は高く大変でした。月並みですが達成感もあ
りました。また、経験を積むことで知識も増え、自信にもつ
ながりました。

私の場合、2度の転職を経て帯広市にたどり着きましたが、
働きやすさはダントツ1位でしたね。ハラスメントなども見
かけませんし、今は残業もほぼありません。帯広市は人員不
足の解消や働き方の改善にも意欲的だと思います。ベストな
のかはわかりませんがベターではあるんじゃないでしょうか。
仕事はもちろん大事ですが、私生活の重要さは職場も理解し
てくれています。子ども関係や趣味などでも有給は気軽に取
得しています。
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